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ご

あ

い

さ

つ同
窓
会
会
長

増

田

豊

岐
阜
医
療
科
学
大
学

︵
国
際
医
学
総
合
技
術
学

院
、
岐
阜
医
療
技
術
短
期

大
学
︶
同
窓
会
は
、
一
九

七
六
年
三
月
の
第
一
期
生

卒
業
に
合
わ
せ
検
友
会
が

誕
生
し
、
二
〇
一
八
年
で

四
一
年
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会

の
目
的
は
、
同
窓
生
相
互

の
親
睦
並
び
に
母
校
岐
阜

医
療
科
学
大
学
の
発
展
に

寄
与
す
る
活
動
で
す
。

本
年
四
月
に
保
健
科
学

部
看
護
科
は
、
看
護
学
部
看
護
学

科
と
し
て
認
可
が
お
り
、
来
年
四

月
に
は
新
し
い
可
児
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
動
し
て
授
業
を
は
じ
め
ま
す
。

当
然
可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
同
窓

会
室
を
用
意
し
て
い
た
だ
く
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
関
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
平
成

二
七
年
四
月
よ
り
同
窓
会
室
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
大
学
の
備
品
を

お
借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

か
ら
少
し
ず
つ
机
や
椅
子
を
買
い

揃
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
会
議
が
出

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
同
窓
会
の
資
料
が
き
ち
ん
と
整

理
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
学
に

お
立
ち
寄
り
の
節
は
、
是
非
同
窓

会
室
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

来
年
開
学
予
定
の
可
児
キ
ャ
ン

パ
ス
の
寄
付
金
募
集
は
、
本
年
も

継
続
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

関市市平賀長峰795-1
岐阜医療科学大学

同 窓 会
☎(0575)22-9401

題字／岐阜医療科学大学学長
間野忠明様
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第
六
回
母
校
教
職
員
と
の
交
流
会
開
催

平
成
三
〇
年
四
月
二
七
日︵
金
︶

一
九
時
よ
り
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
本
館
一
二
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に

て
第
六
回
母
校
教
職
員
と
の
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
よ

り
間
野
学
長
、
山
岡
副
学
長
を
含

む
一
四
名
の
参
加
が
あ
り
、
同
窓

会
は
増
田
会
長
、
伊
東
副
会
長
、

上
平
副
会
長
ら
役
員
九
名
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
前
回
交
流
会
は

節
目
の
五
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り

和
室
で
行
い
ま
し
た
が
今
回
は
い

つ
も
ど
お
り
の
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で

行
い
ま
し
た
。
毎
年
年
度
末
の
三

月
開
催
で
し
た
が
、
今
回
は
諸
事

情
に
よ
り
四
月
と
い
う
新
年
度
を

迎
え
た
ば
か
り
の
時
期
に
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
の
方
向

性
や
課
題
を
話
し
合
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
と
も
母
校
と
同

窓
会
が
協
力
し
ま
す
ま
す
発
展
し

て
行
く
こ
と
を
再
確
認
し
た
交
流

会
で
し
た
。

同窓会室 会議風景

第
二
回
神
野
学
園
と
の
研
修
会

平
成
三
〇
年
五
月
一
二
日︵
土
︶

午
前
よ
り
同
窓
会
室
の
片
づ
け
清

掃
を
実
施
。
午
後
か
ら
役
員
会
・

幹
事
会
・
代
議
員
会
を
実
施
し
た

後
一
七
時
よ
り
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
一
二
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
、

神
野
学
園

人
事
部
長

蟹
江
尊

徳
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
﹃
神

野
学
園
の
事
業
展
開
・
現
在
そ
し

て
未
来
～
薬
学
部
の
設
置
等
を
中

心
に
～
﹄
と
の
テ
ー
マ
で
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

く
今
後
の
母
校
の
展
望
を
知
る
こ

と
が
で
き
滑
沢
な
く
意
見
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
員
・

幹
事
・
代
議
員
よ
り
七
名
の
参
加

が
あ
り
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
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学
生
支
援
課
︿
就
職
・
進
学
関
係
﹀
よ
り

ご
存
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

本
学
は
平
成
三
一
年
四
月
か
ら
、

岐
阜
県
可
児
市
に
可
児
キ
ャ
ン
パ

ス
を
新
設
し
、
関
キ
ャ
ン
パ
ス
と

二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
二
八
年
四
月
よ
り
、
学
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第
四
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

去
る
平
成
二
九
年
十
月
二
一
日

︵
土
︶、
第
四
回
と
な
る
Ｇ
Ｕ
Ｍ

Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
岐
阜
医
療

科
学
大
学
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
﹁
地
域

医
療
﹂
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

一
般
演
題
を
合
わ
せ
、
一
一
演
題

を
発
表
頂
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
﹁
臨
床
検
査
、
診
療
放

射
線
、
看
護
﹂
の
分
野
で
活
躍
す

る
卒
業
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
取
り
組
む
地
域
医
療
の
実
際

を
報
告
頂
き
、
参
加
し
た
学
生
や

同
窓
生
か
ら
は
活
発
な
質
問
や
意

見
が
挙
げ
ら
れ
、
有
意
義
な
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
一
般

演
題
で
は
、
地
域
医
療
に
役
立
つ

連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
演

題
や
、
九
州
熊
本
の
地
震
災
害
か

ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
見
直
す
演
題
な

ど
、
各
施
設
か
ら
八
演
題
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
同
窓
生
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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生
部
は
学
生
支
援
課
と
教
務
課
に

組
織
改
編
い
た
し
ま
し
た
。
学
生

支
援
課
は
、
学
生
生
活
に
関
す
る

こ
と
、
清
心
寮
の
管
理
や
就
職
・

進
学
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

就
職
・
進
学
関
係
の
行
事
と
し

て
、
二
年
次
か
ら
、
社
会
生
活
を

送
る
上
で
の
必
要
な
礼
儀
作
法
を

学
び
、
個
々
の
土
台
作
り
と
し
て

社
会
人
基
礎
力
向
上
の
た
め
に

﹁
マ
ナ
ー
接
遇
講
座
﹂
と
﹁
身
だ

し
な
み
マ
ナ
ー
講
座
﹂
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
三
年
次
に
は
、
卒
業

後
の
各
々
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
将

来
計
画
で
き
る
よ
う
に
、
人
事
担

当
者
を
招
い
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や

学
科
別
に
卒
業
生
を
招
い
た
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
年
次
に
は
身
だ
し
な
み

実
技
や
実
践
マ
ナ
ー
実
技
を
各
々

体
験
し
、
就
職
活
動
本
番
に
向

か
っ
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
学
科
別
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
卒
業
生
の
方
々
に
講

師
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大

学
祭
で
は
同
窓
会
と
学
生
自
治
会

と
の
共
催
で﹁
卒
業
生
と
語
る
会
﹂

を
平
成
二
五
年
度
よ
り
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
茶
話
会
形
式
で
世
代

を
越
え
た
座
談
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
就
職
委
員
会
ま
た
学

生
支
援
課
就
職
担
当
が
同
窓
生
の

皆
様
の
職
場
に
伺
い
、
求
人
を
お

願
い
す
る
の
が
本
意
で
す
が
、
皆

様
か
ら
の
求
人
等
の
連
絡
が
頂
け

る
こ
と
を
職
員
一
同
心
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
本
校
の
在
学
生
は
、

皆
様
と
同
じ
校
風
を
身
に
付
け
巣

立
っ
て
い
き
ま
す
。
学
生
が
就
職

し
ま
し
た
折
に
は
、
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
共
に
、
皆
様
か
ら
母
校
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

就
職
・
進
学
等
に
必
要
な
各
種

証
明
書
の
申
請
は
学
生
支
援
課
が

窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
請

は
原
則
前
払
い
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
申
請
前
に
必
ず
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平成30年度 就職委員会メンバー

委員長 高崎昭彦 副委員長 舩戸恵子

臨床検査学科 重山昌人・中村浩二・乙訓貴之

放射線技術学科 小野木満照・丹羽政美・西出裕子・下郷智弘

看 護 学 科 藤吉恵美・古川紀子

助産学専攻科 唐沢 泉

事 務 相葉重雄・近藤芳憲・丹羽幾子
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入
試
広
報
課
よ
り

平
素
は
本
学
の
教
育
活
動
、
学

生
募
集
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
日
本
社
会
は

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
大
学
入
試

を
迎
え
る
一
八
歳
人
口
の
減
少
が

著
し
く
、
一
九
九
二
年
の
約
二
〇

五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
一
八
歳
人
口

は
急
減
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九

年
に
は
約
一
二
一
万
人
と
、
ピ
ー

ク
時
か
ら
約
四
割
減
少
し
て
い
ま

す
。
二
〇
三
二
年
に
は
約
九
八
万

人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、
地

方
の
小
規
模
大
学
を
中
心
に
、
私

立
大
学
の
約
四
割
が
定
員
割
れ
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
い
て
は
、
卒
業
生
の

皆
様
の
ご
活
躍
に
よ
り
、
病
院
関

係
者
や
高
校
関
係
者
、
保
護
者
か

ら
の
信
頼
も
厚
く
、
二
〇
一
八
年

度
入
学
生
を
対
象
に
し
た
入
試
で

は
、
臨
床
検
査
学
科
が
四
五
七
名

︵
定
員
九
〇
名
︶、
放
射
線
技
術

学
科
が
四
七
〇
名
︵
同
九
〇
名
︶、

看
護
学
科
が
五
九
七
名
︵
同
一
〇

〇
名
︶
の
志
願
者
が
あ
り
、
お
か

げ
さ
ま
で
、
定
員
を
満
た
す
入
学

者
数
を
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
皆
様
の
中
に
は
、
ご
子
息
・

ご
息
女
が
ま
も
な
く
大
学
受
験
を

迎
え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
大
学
入
試
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
簡

単
に
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

現
代
の
社
会
は
高
度
化
・
複
雑

化
し
て
お
り
、
先
行
き
不
透
明
な

時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か

ら
は
、
多
様
な
人
々
と
協
力
し
な

が
ら
主
体
性
を
持
っ
て
人
生
を
切

り
開
い
て
い
く
力
や
、
混
沌
と
し

た
状
況
の
中
に
問
題
を
発
見
し
、

答
え
を
生
み
出
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
資
質
や

能
力
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
次
代
に
向
け
た
教
育
改

革
を
進
め
る
た
め
、
文
部
科
学
省

の
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

に
お
い
て
、﹁
高
等
学
校
教
育
改

革
﹂・﹁
大
学
教
育
改
革
﹂・﹁
大
学

入
学
者
選
抜
改
革
﹂
が
議
論
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
最
終
報
告
を
受
け
、
現
高

校
一
年
生
が
受
験
生
と
な
る
二
〇

二
〇
年
、
大
学
入
試
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
力
一
辺
倒
の
入

試
方
法
で
は
な
く
、﹁
知
識
・
技
能
﹂、

﹁
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
﹂、

﹁
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々

と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
﹂
と
い
っ

た
﹁
学
力
の
三
要
素
﹂
を
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
へ
と
変

わ
り
ま
す
。
高
校
生
活
に
お
け
る

探
究
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
の
様
々
な
活
動
が
、
一
般

入
試
に
お
い
て
も
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
︵
現
行
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
か
ら
制
度
変
更
︶
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ー
ク

式
か
ら
数
学
と
国
語
に
記
述
式
の

問
題
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
や
、
英

語
は
﹁
聞
く
・
読
む
・
話
す
・
書

く
﹂
の
四
技
能
を
評
価
す
る
た
め
、

実
用
英
語
検
定
な
ど
の
外
部
検
定

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
き
く
変
化
す
る
大
学
入
試
で

す
が
、
本
学
も
含
め
て
各
大
学
が

何
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、

様
々
な
検
討
、
改
革
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
も
、
本
学
で
は
長
年
培
っ
て

き
た
医
療
技
術
者
教
育
の
経
験
を

活
か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
﹁
地

域
に
寄
り
添
い
、
貢
献
で
き
る
大

学
﹂
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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平成29年度 事業報告

○会議

4 月役員会

4月19日(水) 19時20分∼20時30分

母校 7号館 同窓会室 出席 8名

【報告事項】

1 ）会報の発行について

2）中日本航空専門学校新校舎落成式について

【審議事項】

1 ）大Ｒ 7 同窓会助成について

2）岐阜グランドＨ法人会員の契約継続について

3）同窓会役員の選出について

4）寄贈図書について

5）診療放射線技師の指定規則の見直しに向けた取り

組みについて

6）大学院生の卒業に伴う会則の改正について

5月役員会

5月17日(水) 19時∼20時15分

母校 7号館 同窓会室 出席 8名

【報告事項】

1 ）会報の発行について

2）神野学園新会社(人材バンク)の設立について

3）平成29年度母校幹部人事の挨拶状について

【審議事項】

1 ）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

2）第 1回幹事会について

3）平成29年度研修会について

4）収支決算報告書について

5）同窓会ＨＰのシステムサーバー使用料について

6）大学院生の卒業に伴う会則の改正について

7）寄付行為について

第 1回幹事会

6月10日(土) 12時∼14時

キッチングラート 出席 本人 7 名

委任状 18名

議 題

1）平成28年度事業報告及び決算報告

2 ）平成28年度会計監査報告

3）平成29年度事業計画及び予算案

4 ）同窓会役員(広報) 1 名の欠員補充

5 ）同窓会室調度品の新規購入

7 月役員会

7月12日(水) 19時

母校 7号館 同窓会室 8名

黙祷 故羽賀新世准教授

【報告事項】

1 ）支払(祝電代、本会ＨＰ)について

2）会報の発行について

3）神野学園新会社(人材バンク)の登録件数

4 ）福井県同窓会設立40周年記念講演会

【審議事項】

1 ）カーテンブラインド工事について

2）同窓会グッズの取扱について

3）新役員歓迎会について

4）プリンターの購入について

5）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

6）寄付行為について

7）同窓会室の調度品について

8）大学院生の卒業に伴う会則の改正について

8月役員会

8月 9日(水) 18時35分∼19時

岐阜グランドホテル 1階 華川 10名

【報告事項】

1 ）会報の発行について

2）角 2封筒の印刷について

3）カーテンブラインド工事について

【審議事項】

1 ）封筒に本会ＨＰのＱＲコード印刷について

2）同窓会グッズの取扱について

3）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

4）寄付行為について

5）卒業生と語る会について

6）同窓会室の調度品について

7）大学院生の卒業に伴う会則の改正について

9月役員会

9月12日(水) 19時

母校 7号館 同窓会室 出席11名

【報告事項】

1 ）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

2）卒業生と語る会について

3）同窓会グッズの取扱について

4）寄付行為について

5）同窓会室の調度品について

6）会報不達の取扱について

7）PACIFIC CAREER DESIGN（企業紹介）の現状

8）大学院生の卒業に伴う会則の改正について

9）仮想サーバーについて

10）岐阜グランドホテルＶＩＰ会員のお知らせ

【審議事項】

特になし
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10月役員会

10月11日(水) 19時

母校 7号館 同窓会室 出席 8名

【報告事項】

1 ）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

2）卒業生と語る会について

3）寄付行為について

4）同窓会調度品の搬入について

5）学校法人神野学園創立50周年記念式典

【審議事項】

特になし

11月役員会

11月 8日(水) 19時∼20時15分

母校 7号館 同窓会室 出席 9 名

【報告事項】

1 ）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

2）卒業生と語る会について

3）慶弔について

4）同窓会調度品について

5）会報不達の取り扱いについて

6）岐阜グランドホテルＶＩＰ会員のお知らせ

【審議事項】

1 ）第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラムへの卒業生参加

登録者数増の方策について

2）寄付行為について

3）第 6回母校教職員との交流会について

12月役員会

12月13日(水) 19時30分∼20時15分

母校 7号館 同窓会室 出席 6名

【報告事項】

1 ）支払（祝電代）について

2）学位記授与式並びに修了証授与式について

3）第 5回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

4）第 6回母校との交流会について

5）寄付行為について

6）周年事業の開催日について

7）役員改選について

8）カーテンブラインド工事について

【審議事項】

特になし

1月役員会

1月10日(水) 19時15分∼20時20分

母校 7号館 同窓会室 出席 6名

【報告事項】

1 ）支払（慶弔費）について

2）学位記授与式並びに修了証授与式について

3）第 5回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

4）第 6回母校教職員との交流会について

5）寄付行為について

6）平成29年度代幹事会について

7）カーテンブラインド工事について

【審議事項】

特になし

2月役員会

2月14日(水) 19時

母校 7号館 同窓会室 出席 9 名

【報告事項】

1 ）支払（祝電代）について

2）学位記授与式並びに修了証授与式について

3）大学院生の同窓会への入会について

4）第 5回ＧＵＭＳ学術フォーラムについて

5）第 6回母校教職員との交流会について

6）同窓会費未納者について

7）平成29年度代幹事会について

8）カーテンブラインド工事について

9）寄贈図書について

10）福井県同窓会設立40周年記念講演会

11）国家試験時の副食について

12）岐阜グランドホテルＶＩＰ会員特典について

13）法人本部人事部長との会食について

【審議事項】

1 ）卒業記念品発注先の変更について

2）平成29年度代幹事会時の研修会の開催

3）同窓会ＰＣについて

4）会報の発行について

5）アルバイト募集について

3月役員会

3月14日(水) 19時∼20時

母校 7号館 同窓会室 出席 7 名

【報告事項】

1 ）卒業記念品について

2）学位記授与式並びに修了証授与式について

3）大学院生の同窓会への入会について

4）第 6回母校教職員との交流会について

5）同窓会費未納者への入金促進文書について

6）平成29年度代幹事会について

7）国家試験時の副食について

8）岐阜グランドホテルＶＩＰ会員特典について

9）平成29年度代幹事会時の研修会の開催

10）同窓会ＰＣについて

【審議事項】

1 ）寄付行為について

2）福井県同窓会設立40周年記念講演会
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○活動

5 月12日(土)開催の代幹事会の決定事項を掲

載し、 8月25日㈮第17号として発行した。

・岐阜グランドホテルＶＩＰ会員

5月 1日(火)∼ 3日(木)にメール会議にて役

員17名中 8名からＶＩＰ会員継続に賛成を頂き

ましたので、同日、増田会長に承認された旨、報

告した。 5 月28日(月)引き落とし予定。

年会費 51,840円

・大学祭(岐療祭)への参画

① 10月22日(土)13時∼14時45分、自販機前ベン

チ「卒業生と語る会」と称する茶話会形式のセ

ミナーを行った。総数62名（但しアンケート

回収結果より）

卒業生19名（24名）

在学生Ｍ 6名（ 9名）、Ｒ13名（ 7名）、

Ｎ 7 名（ 8名） （ ）昨年度実績

② 岐療祭パンフレットへの広告

広告料 5,000円

・第 4回ＧＵＭＳ学術フォーラム

10月22日(土)早緑ホールでシンポジウム「地域

医療」、1301教室で会員発表 7演題（ 9演題）を

行った。 7演題全ての演者に学術奨励賞を授与

した。卒業生25名参加。

（26名） （ ）昨年度実績

・母校への寄贈図書

388,900円分の図書費を寄附

臨床検査学科 395名 118,500円

放射線技術学科390名 117,000円

看護科 378名 113,400円

助産学専攻科 18名 20,000円

大学院 17名 20,000円

実績 388,121円分を購入

・国家試験会場での副食配付

500円/人を上限として支給。

但し、Ｒは426円/人

臨床検査学科 106名 53,000円

放射線技術学科110名 46,860円

看護科 90名 45,000円

助産学専攻科 20名 10,000円

総額 154,486円

・第 6回教職員との交流会

4月27日(金)岐阜グランドホテル本館12階ロー

ズルームにて母校13名、役員10名に来賓 1 名(金

井人事課長)よる交流会を行った。

・平成29年度学位授与式・修了証書授与式

平成30年 3月20日(火)10時30分、母校早緑ホー

ルで挙行。増田会長が出席し卒業記念品「岐阜

医療科学大学同窓会」と名入れした関の名産品

『ハサミおよび爪切り』を総代 青柳有華（Ｍ）

氏に贈呈した。304名（Ｍ98名、Ｒ87名、Ｎ90名、

専攻科20名、大学院 9名）が卒業した。

・卒業記念品の贈呈

330セット196,463円を準備した。

明細は、ハサミ(257円)、爪切り(名入り210円)、

包装代、名入版代など

・同窓会開催への助成

3月19日(金) 大Ｒ 7 39名

3月20日(火) 福井県同窓会

但し、中止のため通信費のみ

5 月27日(土) ＮＣ 1 12名

Ｈ28年10月29日(土) 国Ｍ 1 23名

・慶弔

祝電 3件（Ｍ・Ｒ・Ｎ各 1件）

弔電・供花 1件（姉妹校同窓会長）

・同窓会室調度品

金額403,704円

椅子16脚、会議机 8 脚、

プロジェクター台 1台

・福井県同窓会設立40周年記念講演会

37年振りの豪雪により 2月 8日(木)中止と

なった。しかし、通信費を負担した。

11,232円

内訳 78名×＠144

（返信はがき62円＋定形郵便82円）

・第 1回神野学園研修会

6月10日(土)17時10分岐阜グランドホテル東

館 2階鳳凰の間にて「学園設置校の動向」と題し

て人事部部長蟹江尊徳様に講演をしていただい

た。出席役員10名

・母校新キャンパス開設関連事業寄付

使 途 改修工事、新棟建設、学食整備等

目標額 5千万円 一口 5千円

母校ＨＰ 卒業生 7名の掲載

掲載辞退の卒業生数不明
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平成29年度岐阜医療科学大学同窓会会計監査報告書

岐阜医療科学大学同窓会

会長 増田 豊 殿

監査 森 晴雄 印

監査 奥田 大輔 印

監査 野末 波輝 印

平成29年度（平成29年 4 月 1 日∼平成30年 3月31日）

岐阜医療科学大学同窓会会計について、諸帳簿、収支決算書、預金通帳および関係書類に基づき監

査した結果、その内容が適正かつ経理事務が正確であることを証明します。

1．監査期間

平成29年 4 月 1 日∼平成30年 3月31日

2．監査期日

平成30年 4 月27日

3．監査対象

平成29年度岐阜医療科学大学同窓会会計

平成29年度決算報告及び平成30年度予算案

項 目 平成29年度予算(案) 備 考 平成29年度決算 備 考 平成30年度予算(案) 備 考

収
入
の
部

繰越金

手持現金 48,131 48,131 451,111

普通預金 2,747,867 2,747,867 2,594,091

定期預金 26,173,784 26,173,784 26,175,872

会 費 4,200,000 15000円×280名 3,930,000 15000円×262名 4,200,000 15000円×280名

雑 収 入 120,000 平成28・29年度母校と
の食事会 母校会費 60,000 母校との食事会

母校側会費 60,000 母校との食事会
母校側会費

寄 付 金 0 0 0

定期利息 5,000 2,088 2,000

普通利息 300 29 30

合 計 33,295,082 32,961,899 33,483,104

支
出
の
部

活 動 費 1,200,000 HP更新料 VIP年会費
母校との食事会 1,176,007 HP更新料 VIP年会費

母校との食事会 1,200,000 HP更新料 VIP年会費
母校との食事会

会 議 費 100,000 87,960 100,000

交 通 費 200,000 143,430 200,000

慶 弔 費 50,000 28,348 50,000

通 信 費 1,100,000 1,000,291 1,100,000

備 品 費 50,000 162,155 同窓会パソコン
故障により急遽購入 50,000

消耗品費 50,000 8,424 50,000

助 成 費 1,000,000 648,858 1,000,000

特 別 費 500,000 485,352 同窓会室備品購入 400,000

渉 外 費 20,000 0 20,000

予 備 費 50,000 0 50,000

手持現金 48,431 451,111 490,229

普通預金 2,747,867 2,594,091 2,594,091

定期預金 26,178,784 26,175,872 26,178,784

合 計 33,295,082 32,961,899 33,483,104
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編

集

後

記

ま
ず
初
め
に
、
今
回
の
会
報
の
発
行

が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
九
年
度
の
三
月
は
、
岐
阜
医

療
科
学
大
学
大
学
院
︵
修
士
課
程
︶
一

期
生
が
卒
業
す
る
と
と
も
に
、
国
際
医

学
総
合
技
術
学
院
か
ら
岐
阜
医
療
技
術

短
期
大
学
の
卒
業
生
を
含
め
、
延
べ
一

万
人
以
上
の
人
材
が
全
国
各
地
へ
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の

先
輩
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
信
頼
さ

れ
地
道
な
活
動
や
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
、

一
万
人
と
い
う
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
同
窓

会
役
員
と
し
て
、
多
く
の
卒
業
生
の
活

躍
に
感
謝
し
、
後
輩
の
た
め
に
も
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
務
め
て
行
い
き
た
い

と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後

も
よ
り
よ
い
同
窓
会
に
し
て
い
く
た
め
、

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
九
年
度

入
職
者

Ｍ
科岸

孝
彦
︵
特
任
︶

Ｒ
科楳

田

雄
大

赤
堀

克
己

幅

浩
嗣
︵
特
任
︶

Ｎ
科高

橋

慶
彦

佐
々
木

愛
弥

杉
江

美
樹

西
田

り
く
み

Ｐ
Ｍ
科

森

仁
美

事
務小

塚

光

髙
井

博
美
︵
特
任
︶

野
末

明
宏
︵
特
任
︶

大
橋

篤
裕
︵
五
月
一
日
よ
り
︶

長
﨑

圭
児
︵
五
月
一
日
よ
り
︶

西
谷

和
也
︵
六
月
一
日
よ
り
航

空
よ
り
転
任
︶

平
成
二
九
年
度

退
職

Ｍ
科教

授

前
田

悟
司
︵
定
年
︶

教
授

岸

孝
彦
︵
特
任
︶

教
授

山
岡

一
清
︵
定
年
︶

末
政

朱
美
︵
準
職
員
︶

Ｒ
科教

授

幅

浩
嗣
︵
特
任
︶

Ｎ
科助

手

西
田

り
く
み

事
務

杉
山

敬
太
朗

平
成
三
〇
年
度

入
職
者

Ｍ
科教

授

國
島

伸
治

教
授

永
瀬

久
光
︵
特
任
︶

教
授

重
山

昌
人

教
授

杉
山

剛
志

教
授

山
岡

一
清
︵
特
任
︶

准
教
授

松
吉

ひ
ろ
子

Ｒ
科教

授

丹
羽

政
美

助
手

桐
山

彩
季

Ｎ
科教

授

山
本

洋
子

事
務

伊
藤

汐
香

森

多
代
︵
四
/
五
～

準
職
員
︶

片
桐

篤
子
︵
四
/
十
～

準
職
員
︶

松
下

洋
三

松
下

い
づ
み

近
藤

芳
憲
︵
本
部
よ
り

移
動
︶

平成30年度 事業計画

1．会報「群青の風」第18号の発行

2．同窓会開催への助成

通常の助成並びに定年対象学年への助成

3．第 5回ＧＵＭＳ学術フォーラムの開催

平成30年10月27日(土)

シンポジウムテーマ

「医療現場における人材育成」（予定）

4．会員データのクリーンアップ

5．岐阜医療科学大学祭(岐療祭)の協力・支援

岐療祭パンフレットへの広告

卒業生と語る会の開催

6．図書館への書籍寄贈

7．国家試験時の副食配付

8．卒業記念品の贈呈

9．ホームページの運用

10．第 7回母校教職員との交流会

11．同窓会の啓発活動

・ピンバッジの運用

12．第 2回神野学園研修会の開催

13．神野学園新会社（人材バンク）への協力

14．可児キャンパス改修工事への寄附行為

15．祝電


